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1 はじめに 
 

本書では、ＥａｒｔｈＦｉｎｄｅｒ Ver3.8 で追加／改修した機能の紹介を行います。 

EarthFinderのASPサービス版である「MarketFinder@SP」、オリコミタウンにMarketFinderの機能が追加された「オリコミタ

ウンハイブリッド版」も、同じ GIS エンジンを利用していますので、ここで紹介する機能が適用されます。 

文書中では「EarthFinderVer3.8」と記載しますが、「MarketFinder@SP」「オリコミタウンハイブリッド版」のユーザの方は適宜

お読み替え下さい。 

 

EarthFinderVer3.8 では以下の機能を追加／改修しました。 

 

○ 交通センサスデータの利活用 

現状でも「属性」機能で、全国デジタル道路地図（DRMA）に入っている交通センサス情報を地図上の道路をクリックするこ

とで見ることができますが、今回のバージョンアップでは、複数の道路のセンサス情報を一覧表示したり、交通量などで道

路を塗り分け表示することができるようになりました。 

 

○ 分布商圏エリア作成機能 

スパイダー表示機能を拡張して、店舗を中心として顧客の 80%以上が存在しているエリア、売り上げの８割を占めるエリア

等を作成できるようになりました。 

 

○ マーケットレポート一括作成機能 

マーケットレポート作成で、複数の店舗プロットやエリアを指定して、一括でレポートを出力できるようにしました。 

 

○ オリジナルレポート作成機能 

現在提供している既定のマーケットレポートに加えて、ユーザが Excel のテンプレートと、集計する指標を定義したファイル

を用意して、オリジナルのレポートを作成できるようになりました。 

（MarketFinder@SP では、オプション契約で利用できる機能となります。） 

 

○ その他 

その他、以下の機能が追加されています。 

・ プロットにエリア属性値を取り込む機能 

・ 店舗相関分析データ機能に「相関分析レポート」の出力を追加 

・ 現在の表示状態を保存と復元 

・ 「システムフォルダを開く」機能 
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2 交通センサスデータの利活用 
現在１つ１つの道路をクリックしてその属性情報を見る機能を「属性」メニューで提供していますが、これに加

えて、 

・ 円で指定された領域内のセンサス情報一覧を表示 

・ 交通量によって道路の線色・線幅を変えて表示 

することができるようになります。 
 

【指定された領域内のセンサス情報一覧を表示】 

 

 

地図および一覧表は Excel に出力することができます。 
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また、プロットとして保存することで、12 時間交通量やピーク時旅行速度をラベルとして表示することも可能です。 

 
 

【交通量によって道路の線色・線幅を変えて表示】 

「12 時間交通量」や「旅行速度」で DRMA 道路の線色、線幅を変更して表示します。 

 
 

これら交通センサス利活用の機能の呼び出しは、メニューバーの「交通センサス」から行います。 
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3 分布商圏エリア作成 
Version3.7 では中心プロットと周辺のプロット（例えば店舗と顧客）を線分で結んで地図上に示す「スパイダー表示」機能を

提供しました。Version3.8 では、スパイダーによる顧客の分布状況を、分布商圏エリアとして保存することができるようにな

りました。 

 

 
【顧客数の 80%をカバーするエリア】 

分布商圏エリアの作成条件は、上図の例のように、全顧客を店舗からの距離の近い順に並べ、総数の xx%もしくは顧客プ

ロットの属性（例えば「売り上げ」があるとしたら、総売り上げ）の xx%といった指定ができます。 

顧客プロットを店舗との直線距離の短い順に並べ、指定されたxx%をカバーするプロットを得ます。そのプロット全体を含む

最小の凸多角形を空間演算で作成したものが分布商圏エリアとなります。 

 

ここで作成した分布商圏エリアは、EarthFinder のエリアと

して保存されるので、統計データを使って、商圏の統計値

按分集計を行うことが可能です。 

 

分布商圏エリア作成機能は、スパイダー機能の「分布商

圏ｴﾘｱ保存」から呼び出します。 

 

なお、スパイダー機能の呼び出しは、 

プロットパネルの「プロット機能▼」－「スパイダー表示」 

もしくは、 

グループツリーでのマウス右クリックメニュー「スパイダー

表示」 

から行います。 
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4 マーケットレポート一括作成機能 
現行のマーケットレポート作成機能は、地図上で調査地点をクリックすることで行い、指定できる調査地点は最大５個まで

となっています。 

Version3.8 では、作成済みのプロットやエリアを指定してマーケットレポートを作成することができるようになります。この場

合、一度に連続して作成できる数の上限はありません。（ただし、一括作成では「調査地点比較」シートは出力されませ

ん。） 

この一括作成機能は、EarthFinder が標準で提供しているマーケティングレポートに適用できるほか、次に述べる「オリジ

ナルレポート」についても一括作成を行うことが可能です。 

 

 
【レポート一括作成画面】 

 

   
店舗Ａ   店舗Ｂ   店舗Ｃ  店舗Ｄ   店舗Ｅ   店舗Ｆ  店舗Ｇ  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 店舗Ｎ 

 

商圏範囲や、競合店の設定は、標準のマーケティングレポートを作成する際に設定したものが使われます。 
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5 オリジナルレポート作成 
マーケレポートに搭載している指標は、すべてのユーザ様でお使いいただけるよう、国勢調査、商業統計、事業所統計な

どから代表的な指標を網羅的に集めたものです。 

Version3.8 では、あらかじめプリセットされたこの標準レポート以外に、ユーザが自分で Excel のテンプレートを用意し、集

計する指標を定義することで、オリジナルのレポートを作成することができるようになりました。これにより標準のマーケテ

ィングレポートと同等の表現力をもったオリジナルレポートが自由に作成できます。 

オリジナルレポート作成機能は、MarketFinder などの ASP サービスではオプション契約となります。 

 
定義ファイルには以下の要素を指定することができます。 

 

【統計指標（集計）】 

① 商圏内集計用指標 

② 調査地点位置の市区町村、都道府県の集計値用指標 

 
 →集計する統計指標と集計結果を転記するセルを指定します。 

 

③ 商圏にかかる／地図表示範囲集計用指標 

 
→地図上に界面グラフとして表示する統計指標を指定します。 



  ＥａｒｔｈＦｉｎｄｅｒ（ＭａｒｋｅｔＦｉｎｄｅｒ＠ｓｐ）Ｖｅｒｓｉｏｎ3.8.0 ご紹介 

 

7 

 

 

【プロットグループ】 

地図上に表示するプロットグループを指定できます。 

グループごとに、 

・ 名称表示On/Off 

・ ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ On/Off 

が指定できるほか、商圏内のプロットの一覧表を出力することができます。 

 
 

【地図】 

シート上に複数の地図画像を貼りつけることができます。表示する地図の範囲は、一次商圏／最も大きい商圏／地図高

さでの指定から選択することができます。 

（一次商圏を指定）     （最外商圏範囲を指定）    （マップ高さ 10 ㎞を指定） 
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6 その他の機能 
Version3.8 でその他に追加した機能としては以下があります。 

・ プロットにエリア属性値を取り込む機能 

・ 店舗相関分析データ機能に「相関分析レポート」の出力を追加 

・ 現在の表示状態を保存と復元 

・ 「システムフォルダを開く」機能 

 

6.1 プロットにエリア属性値を取り込む 
プロットがある位置のエリアの属性値をプロットの属性として取り込みます。例えば営業所のテリトリーエリアに

営業所コードが付けられているとき、営業所テリトリー内の顧客プロットに対して営業所コードを付与する、といっ

たときに使用します。 

 
 

「エリア属性値取込み」機能の呼び出しは、プロットパネルのグループツリーでグループを選択し、マウス右クリックメニュ

ー「エリア属性取込み」から行います。 

 

6.2 店舗相関分析データ機能に「相関分析レポート」の出力を追加 
集計実行後に出力できる資料として、「相関分析レポート」を追加しました。 

店舗の売り上げと商圏の各種集計値（統計データ）との関連を容易に分析することが可能になります。 

店舗相関分析実行後の「出力」メニューから「相関分析レポート作成」を選択して下さい。 

 

顧客プロットに 

新宿営業所エリアの 

・営業所名 

・営業所コード 

属性値をセットする 
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6.3 現在の表示状態を保存と復元 
EarthFinder は終了時に表示していたプロット、エリア、および地図の中心位置および縮尺を保存し、次回起動し

たときにその状態を復元しています。 

Version3.8 では、１台のＰＣで複数の方が EarthFinder を使用されている場合を考慮して、任意の時点で上記の

表示状態を名前を付けて保存し、これを復元できるようにしました。加えて、グラフについても保存・復元を行い

ます。 

 

機能の呼び出しは「ファイル」メニューの「表示状態保存・復元」から行います。 

 

 
 

 

6.4 システムフォルダを開く 
本システムの設定ファイル等が格納されたフォルダをエクスプローラで開く機能です。 

ASP 版（MarketFinder@SP）では、Microsoft のアプリケーション配布の仕組み（クリックワンス）を使っているため、

設定ファイルが非常に深い位置に作成されます。 

例） C:\Documents and Settings\KKC\Local Settings\Apps\2.0\OQRKK4O9.2YW\2O1C00XW.WYE\mark..

tion_a272b3cee651c025_0001.0000_22cd93d5f754bd9f 

操作のお問い合わせ時に、弊社から設定ファイルを確認させていただくときのご利用を想定した機能です。 

 

機能の呼び出しは「ファイル」メニューの「ｼｽﾃﾑﾌｫﾙﾀﾞを開く」から行います。 

以上 


